
横浜天声キリスト教会　　週報　第 17 巻 15 号（No.635）　　2022 年 4 月 10 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　礼拝プログラム　※主の導きにより変わる事があります

黙祷　ゼカリヤ 9:9　･････････ 御言葉に耳を傾け心を主に向けましょう。

*賛美　･･････････････････ １４０番　いざいざきたりて

*交読文　････････････････ ５８番

*使徒信条　･･････････････会衆一同

*頌栄　･･････････････････ １３８番　王の王わが主の

礼拝のための祈り　･･･････ 成田エクレシア：川合牧師　天声：小林伝道師

賛美　･･････････････････ １３５　丘の上に十字架立つ

メッセージ　･･････････････ 十字架の主への感謝はあるだろうか？(ヨハネ 12:24-25)

御言葉を適用する祈り　･･ 会衆一同

賛美　･･････････････････ １４４番　イエスわがために

幸せと成功の宣言文 ････ 会衆一同

献金感謝の祈り　････････ パスター

報告　･･････････････････ 4/18 よりコーエンの講義が行われます。詳細はチラシをご覧下さい。

*主の祈り　･･････････････ 会衆一同

*祝祷　･･････････････････ パスター

天声教会は

・御言葉なる主の御声を忠実に聞く教会。（ヨハネ 1:1、マタイ 3:17、17:5）

・主の御言葉を心で信じて義に至る教会。（ローマ 10:10）

・全能なる主の御言葉を口で告白し、救いに至る教会。（ローマ 10:10）

・受けた恵みを愛と忍耐をもって実践する教会。（第二テサロニケ 3:5）

祝福の御言葉（下線にご自身のお名前を入れて宣言して下さい）

　イエスは＿＿に答えて言われた。「人の子が栄光を受けるその時が来ました。まことに、

まことに、＿＿に告げます。一粒の麦がもし地に落ちて死ななければ、それは一つのま

まです。しかし、もし死ねば、豊かな実を結びます。自分のいのちを愛する者はそれを

失い、この世でそのいのちを憎む＿＿＿はそれを保って永遠のいのちに至るのです。

＿＿は、わたしに仕えるというのなら、わたしについて来なさい。わたしがいる所に、わた

しに仕える＿＿もいるべきです。もしわたしに仕えるなら、父は＿＿に報いてくださいま

す。(ヨハネ 12:23-26)

　愛する＿＿よ。このことを知っておきなさい。＿＿は、聞くに早く、語るにおそく、怒るに

おそくあるべきである。＿＿の怒りは、神の義を全うするものではないからである。だから、

すべての汚れや、はなはだしい悪を捨て去って、心に植えつけられている御言を、すな

おに受け入れなさい。御言には、＿＿のたましいを救う力がある。そして、御言を行う人

になりなさい。おのれを欺いて、ただ聞くだけの者となってはいけない。(ヤコブ 1:19-22)

メッセージ概要

　本日は「棕櫚の聖日(パームサンデー)」、イエス様がろばに乗ってエルサレムに入城した時、人々が衣服

やしゅろの葉を置いてイエス様を歓迎したのを記念する日である。イエス様は、群衆がしゅろの葉を持って

ホサナと叫びながら迎える様を、どういう心境で見ておられただろう。彼はご存知だった。その一週間後、

彼らの「ホサナ」は「十字架につけろ」へと変わり、弟子達からも、そして神からも捨てられる、という事を。

　群衆はなぜ、そのように様変わりしてしまうのか。弟子達はなぜイエス様を捨てたのか。それは、人は、自

分が心地良く都合がいい事を「正解」とし、都合が悪く心地悪い事を捨て去る性質があるからだ。しかし主

は言われる。『自分の「命（プシュケー：自分主体の心理）」を愛する者はそれを失い、この世で自分の命

(  プシュケー  )  を憎む者は、それを保って「永遠の命  (  ゾエ：霊的・天的生命  )  」に至るであろう。  』(ヨハネ 12:25)

つまり、自分の思い・意思・感情よりも、神の言葉、すなわちイエス様を選択する人は、復活の主イエス様

へと接ぎ木され、永遠の命の源泉なる神へとつながり、後に続く世へ存続するいのちを獲得するのである。

　私達は本能的に、御言葉は正しい、とはわかる。けれども、御言葉が「良し」と示す事をせず、「悪し」と示

す事を捨てずに、御言葉を無視して、あくまで自分の好む事を貫き通すなら、不義をもって真理を阻む事

になってしまう(ローマ 1:18)。そうしているなら、その分だけ、呪いめいた事、災いめいた事が起きてしまう。

　人はすべて、エデンの園以来、神の言葉に逆らって神から離れ、自分の善悪判断に従って歩み続けた

故に、無意識的・自動的に、滅びへと向かう生き方以外を、知らなかった。しかしイエス様は、私達が知ら

ないでやっていた罪については、十字架上で執り成し祈ってくださった。「  父よ。彼らをお赦しください。彼  

らは、何をしているのか自分でわからないのです  」と  。そして本来私達が受けるべき罪の刑罰を、イエス様

は、身代わりになって、受けてくださった。それを信じて、救われた人間が、私達・クリスチャンである。

　私達は、私達のために十字架上で痛まれ、私達の身代わりに死んで下さったイエス様への感謝を、どれ

程、感じているだろうか。自分の罪に、申し訳なさを感じるだろうか。自分の弱さに、ふがいなさや悲しみが

出てくるだろうか。そして、そんな自分が、罪と滅びから買い戻され、救われた事への感謝と喜びの感覚が、

あるだろうか？主がして下さった事への感謝を、言葉だけでなく、ありとあらゆる感情や感覚をもってあらわ

す事、それが天国への道である。天国は永遠に、感謝と喜びの賛美があふれているからだ(黙示録5章)。

　しかし、もしひと度、福音を聞いて救われ、その喜びと御国の素晴らしさを味わっていて、敢えて御言葉

を捨てて、自分のよかれで歩んで行くなら、その人の下すあらゆる選択は「愚鈍の極み  (  アスネトス  )  」となる。

　『なぜなら彼らは神を知っていながら神としてあがめず、感謝もせず、かえってその思いは虚しくなり、そ

の無知な心  (  アスネトス  )  は暗くなったからである。』(ローマ 1:21)　「感謝もせず」と訳された語ユーカリステ

オーは、感謝の意を表明する事である。英語の感謝  (thanks)  は、考える  (think)  と密接に関わった語  である。

　つまり、神様への感謝は、具体的に表明すべきものなのだ。神様はこの案件に、どう介入し、いかに成功

させて下さったか、その一つ一つを熟考し、感情を込め、具体的に感謝を捧げなさい、という事である。

　神をあがめ感謝すべき場面なのに、それらを捧げないなら、一つ、愚かさを積み上げる事になる。だから

神への感謝が無い人は、次から次へと愚かになって行き、悪の力に縛られ、人生の諸々が、悲惨な状態

へと傾いて行ってしまう。そうして「愚鈍の極み  (  アスネトス  )  」  になると、物事を「正常に考える」という軸が無く

なり、あらゆる事を、愚かで邪悪な方法で片付ける以外に、思いつかなくなり、サタンの手下として思うがま

まに用いられてしまう。そのような状態の人が助かる道は、1 つしか無い。

「神に感謝する事！」  　　それも、　  具体的に感謝を表明する事  によって。

　私達は、私達のために十字架で痛まれ、悲しまれ、神に捨てられたイエス様に、感謝しても、し尽くせな

いはずである。イエス様が身代わりに死なれた事への申し訳なさ、自分のふがいなさ、そしてイエス様が為

されたわざの故に、贖われ、救われた事への感謝や喜び、また、ありとあらゆる「感覚」を表現しながら、感

謝と賛美を捧げる人には、全ての祝福が戻ってくる。ネブカデネザル王は、そうだった(ダニエル4章) 。

　この時期、十字架の主が具体的に自分に何をして下さったのか、今一度思い返し、感謝と賛美を捧げ、

主との関係を一層親密に深めて行く皆さんでありますように！イエス様のお名前によって祝福します！



お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

主日礼拝（日曜）

日本語礼拝                  　礼拝 11:00
食事・フェローシップ 　      13:00～
English Service　　　          　　 14:00～

日々の集会

　　月～金　早天祈祷会　　　　　　5:00～
　　火・木・金　賛美と祈りの集会 13:00～
　　火～木　夜の祈祷会　　　　　  19:00～
水曜礼拝

　1部                                           　13:00～
　2部                                           　19:00～
金曜祈祷会                                   19:00～

各礼拝はインターネットでライブ中継しております　→　youtube.com/c/  横浜天声キリスト教会  

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅

6 番 B出口を出てまっすぐ徒歩 5 分

JR・関内駅より徒歩 10 分

京急線・日ノ出町駅より徒歩 10 分

関内駅から伸びる大通公園沿い、

伊勢佐木警察署の向かい対角線上にあり、

1F がファミリーマートになっております。

第 17 巻 15 号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2022 年 4 月 10 日

横浜天声キリスト教会
礼拝　週報

〒231-0058　　　　　パスター：　林和也　川合ゆきえ
　神奈川県横浜市中区弥生町 2-17　ストークタワー大通公園 I-201
TEL/FAX：　045-326-6211
Homepage：　http://voice.of.christ.yokohama/
email：　ephes_03-tensei＠yahoo.co.jp

聖書メッセージをメールで

お届けします。

左記コードを読み込み、

空メールを送信するだけ！

http://voice.of.christ.yokohama/
http://youtube.com/c/%E6%A8%AA%E6%B5%9C%E5%A4%A9%E5%A3%B0%E3%82%AD%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E6%95%99%E4%BC%9A

